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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　移動通信を処理する方法であって、
　前記方法は、
　ネットワークにより、アップリンク又はダウンリンク通信をサポートするために１つの
セル帯域幅の１つ以上のサブ帯域幅を割り当てることと、
　前記ネットワークにより、前記１つ以上の割り当てられたサブ帯域幅によってアップリ
ンク又はダウンリンク通信を行うことと、
　前記ネットワークにより、前記割り当てるステップを行う方法を判断するために移動端
末機から信号を受信することと、
　前記ネットワークから前記移動端末機に、前記１つのセル帯域幅の前記１つ以上のサブ
帯域幅の割り当てに関連する情報を送信することと、
　前記ネットワークにより、移動端末機に測定結果の報告を要求するための測定制御メッ
セージを送信することと、
　前記移動端末機により、前記測定制御メッセージを受信した後、セルのチャネル品質を
測定することと
　を含み、
　前記１つ以上のサブ帯域幅の割り当ては、前記移動端末機からの前記受信された信号に
基づき、
　各サブ帯域幅の帯域幅サイズは、前記移動端末機の最小帯域幅サイズと同一であり、
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　前記セルの測定されたチャネル品質は、前記セル帯域幅のどの部分を前記移動端末機が
受信すべきかを決定するために利用され、
　前記測定するステップは、
　前記移動端末機により、基地局から隣接セルに関する周波数情報を取得して前記隣接セ
ルを測定することと、
　前記移動端末機により、前記隣接セルに関する前記取得された周波数情報に基づいてイ
ンター周波数測定を行うか、イントラ周波数測定を行うかを判断することと
　をさらに含み、
　前記判断するステップは、
　前記移動端末機により、前記隣接セルが移動端末機の現在のセルと同一の周波数帯域幅
に位置する場合、前記イントラ周波数測定を行うことをさらに含み、
　前記イントラ周波数測定は、前記現在のセルを前記隣接セルに移動するための前記移動
端末機内の受信機の再調整を行わずに行われる、方法。
【請求項２】
　前記ネットワークにより、前記セル帯域幅を複数のサブ帯域幅に分割することをさらに
含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記１つ以上の割り当てられたサブ帯域幅は、初期アクセス、前記初期アクセスの応答
、及び接続設定の少なくとも１つのために利用される、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記初期アクセスは、ランダムアクセス手順に関連し、前記接続設定は、無線リソース
制御に関連する、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　制御チャネル情報が少なくとも１つ以上のサブ帯域幅によって送信される、請求項１に
記載の方法。
【請求項６】
　前記制御チャネル情報は、同期チャネル、ページングチャネル（ＰＣＨ）、ブロードキ
ャストチャネル（ＢＣＨ）、ページングメッセージ、及びシステム情報の少なくとも１つ
に関連する、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記移動端末機により、初期アクセス応答及びＲＲＣ接続設定の少なくとも１つのため
に前記セル帯域幅の１つ以上の指定されたサブ帯域幅を含むシステム情報を受信すること
をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記セル帯域幅は、１つ以上の他のセル帯域幅が同一のネットワークにより制御される
場合、前記１つ以上の他のセル帯域幅に隣接して接続される、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　移動通信を処理する方法であって、
　前記方法は、
　移動端末機により、アップリンク又はダウンリンク通信をサポートするために１つのセ
ル帯域幅の１つ以上のサブ帯域幅の割り当てを受信することと、
　前記移動端末機により、前記１つ以上の割り当てられたサブ帯域幅によってアップリン
ク又はダウンリンク通信を行うことと、
　前記移動端末機により、前記１つのセル帯域幅の１つ以上のサブ帯域幅の割り当てを行
う方法を判断するためにネットワークに信号を送信することと、
　前記移動端末機により、測定を行うための測定制御メッセージを受信することと、
　前記移動端末機により、前記測定制御メッセージを受信した後、セルのチャネル品質を
測定することと、
　前記移動端末機により、前記ネットワークに前記セルのチャネル品質を報告することと
、
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　前記移動端末機により、前記ネットワークへの前記セルの前記報告されたチャネル品質
に基づいて、前記１つのセル帯域幅の１つ以上のサブ帯域幅の割り当てを受信することと
　を含み、
　各サブ帯域幅の帯域幅サイズは、前記移動端末機の最小帯域幅サイズと同一であり、
　前記セルの測定されたチャネル品質は、前記セル帯域幅のどの部分を前記移動端末機が
受信すべきかを決定するために利用され、
　前記測定するステップは、
　前記移動端末機により、基地局から隣接セルに関する周波数情報を取得して前記隣接セ
ルを測定することと、
　前記移動端末機により、前記隣接セルに関する前記取得された周波数情報に基づいてイ
ンター周波数測定を行うか、イントラ周波数測定を行うかを判断することと
　をさらに含み、
　前記判断するステップは、
　前記移動端末機により、前記隣接セルが移動端末機の現在のセルと同一の周波数帯域幅
に位置する場合、前記イントラ周波数測定を行うことをさらに含み、
　前記イントラ周波数測定は、前記現在のセルを前記隣接セルに移動するための前記移動
端末機内の受信機の再調整を行わずに行われる、方法。
【請求項１０】
　前記セル帯域幅は、ネットワークにより複数のサブ帯域幅に分割される、請求項９に記
載の方法。
【請求項１１】
　前記信号は、ランダムアクセス情報、測定結果、及びシステム情報の少なくとも１つに
関連する、請求項９に記載の方法。
【請求項１２】
　前記測定結果は、経路損失及び前記セルの電力レベルの少なくとも１つを含む、請求項
９に記載の方法。
【請求項１３】
　前記信号が情報を含んでいない場合、前記１つ以上のサブ帯域幅の割り当てがランダム
に決定される、請求項９に記載の方法。
【請求項１４】
　前記信号が、１つ以上の指定されたサブ帯域幅を示すための情報を含む、請求項９に記
載の方法。
【請求項１５】
　前記１つ以上の指定されたサブ帯域幅は、初期アクセス応答及び無線リソース制御（Ｒ
ＲＣ）接続設定の少なくとも１つのために利用される、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記判断するステップは、前記移動端末機により、前記隣接セルが移動端末機の現在の
セルとは異なる周波数帯域幅に位置する場合、前記インター周波数測定を行うことをさら
に含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１７】
　前記インター周波数測定は、現在のセルを前記隣接セルに移動するための前記移動端末
機内の受信機の再調整とともに行われる、請求項９に記載の方法。
【請求項１８】
　前記イントラ周波数測定は、時間間隔のギャップなしに行われる、請求項９に記載の方
法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数のセル帯域幅分割を有する１つのセルからチャネルでデータ又は信号（
signaling）を受信する方法に関する。特に、本発明は、前記セル帯域幅分割の１つを選
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択し、前記セルから前記選択されたセル帯域幅分割に関する決定を受信し、前記選択され
たセル帯域幅分割でデータ又は信号を受信するための情報を送信する方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　図１は、従来技術及び本発明が適用される移動通信システムであるＥ－ＵＭＴＳのネッ
トワーク構造を示す。
【０００３】
　前記Ｅ－ＵＭＴＳシステムは、既存のＵＭＴＳシステムから進化したシステムである。
前記Ｅ－ＵＭＴＳの標準化は、現在３ＧＰＰで行われている。前記Ｅ－ＵＭＴＳは、長期
的発展（Long Term Evolution：ＬＴＥ）システムともいわれる。
【０００４】
　図１を参照すれば、Ｅ－ＵＭＴＳネットワークは、Ｅ－ＵＴＲＡＮ２０とＥＰＣ（Evol
ved Packet Core）１０とに分けられる。Ｅ－ＵＴＲＡＮ２０は、基地局（ｅＮＢ又はｅ
ＮｏｄｅＢ）２１を含む。アクセスゲートウェイ（AccessGateway：ＡＧ）１１は、ユー
ザトラフィックを処理するための部分と制御トラフィックを処理するため部分とに分けら
れる。新しいユーザトラフィックを処理するためのＡＧ部分と制御トラフィックを処理す
るためのＡＧ部分は、新しく定義されたインタフェースを介して互いに通信できる。
【０００５】
　１つのｅＮｏｄｅ Ｂ（ｅＮＢ）２１には１つ以上のセルが存在する。前記ｅＮｏｄｅ
Ｂ間では、ユーザトラフィック及び制御トラフィック送信のためにインタフェースが利用
される。
【０００６】
　ＥＰＣ１０は、前記ＡＧ１１及びＵＥのユーザ登録のためのノードも含む。インタフェ
ースは、前記Ｅ－ＵＴＲＡＮ２０と前記ＥＰＣ１０を区分するために図１のＥ－ＵＭＴＳ
においても提供される。Ｓ１インタフェースは、ｅＮＢ２１とＡＧ１１間に複数のノード
を（すなわち、多対多（Many to Many）方式で）接続できる。前記ｅＮｏｄｅＢは、Ｘ２
インタフェースを介して接続され、前記Ｘ２インタフェースは、メッシュネットワーク構
造で隣接するｅＮｏｄｅＢ間に常に存在する。
【０００７】
　図２は、Ｅ－ＵＴＲＡＮの構造の例を示す。
【０００８】
　図２に示すように、前記ｅＮＢは、ＡＧの選択、ＲＲＣ（Radio Resource Control）ア
クティブ化中のＡＧへのルーティング、ページングメッセージのスケジューリング及び送
信、ＢＣＣＨ（BroadcastChannel）情報のスケジューリング及び送信、アップリンク及び
ダウンリンクでのＵＥへのリソースの動的割り当て、ｅＮＢ測定の構成及び設定（config
urationand provision）、無線ベアラ制御（Radio bearer control）、無線許可制御（Ra
dio Admission Control：ＲＡＣ）、並びにＬＴＥ＿ＡＣＴＩＶＥ状態での接続移動性制
御（connectionmobility control）などの機能を行う。
【０００９】
　前記Ｅ－ＵＴＲＡＮにおいて、前記ＡＧは、ページング開始（origination）、ＬＴＥ
＿ＩＤＬＥ状態管理、ユーザプレーンの暗号化（ciphering）、ＰＤＣＰ（Packet DataCo
nvergence Protocol）機能サポート、ＳＡＥ（System Architecture Evolution）ベアラ
制御、ＮＡＳ（Non-AccessStratum）シグナリングの暗号化、及び完全性（integrity）保
護などの機能を行う。
【００１０】
　図３及び図４は、Ｅ－ＵＴＲＡＮのユーザプレーンプロトコルと制御プレーンプロトコ
ルスタックを示す。ここで、前記プロトコル層は、通信システムにおいて公知の開放型シ
ステム間相互接続（ＯＳＩ）参照モデルの下位３層に基づいて第１層（Ｌ１）、第２層（
Ｌ２）、及び第３層（Ｌ３）に区分される。
【００１１】
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　第１層である物理層は、物理チャネルを利用して上位層に情報送信サービスを提供する
。前記物理層は、トランスポートチャネルで上位に位置する媒体アクセス制御（Medium A
ccess Control：ＭＡＣ）層に接続される。データは、トランスポートチャネルで前記Ｍ
ＡＣ層と前記物理層間で送信される。また、データは、相異なる物理層間、特に、送信側
の物理層と受信側の物理層間で送信される。
【００１２】
　前記第２層のＭＡＣ層は、論理チャネルで上位層である無線リンク制御（Radio Link C
ontrol：ＲＬＣ）層にサービスを提供する。前記第２層の前記ＲＬＣ層は、信頼性のある
データ送信をサポートする。前記ＲＬＣ機能が前記ＭＡＣ層により実現及び実行される場
合、前記ＲＬＣ層自体は存在する必要がない可能性があるため、図２及び図３において前
記ＲＬＣ層が点線で示されることに注意する。前記第２層のパケットデータコンバージェ
ンスプロトコル（PacketData Convergence Protocol：ＰＤＣＰ）層は、ＩＰｖ４やＩＰ
ｖ６などのＩＰパケットを利用して相対的に帯域幅が小さい無線インタフェースを介して
データを効率的に送信するために利用される。前記ＰＤＣＰ層は、不要な制御情報を含む
相対的に大きいＩＰパケットヘッダのサイズを小さくするためにヘッダ圧縮機能を行う。
【００１３】
　前記第３層の最下部に位置する無線リソース制御（ＲＲＣ）層は、制御プレーンにおい
てのみ定義される。前記ＲＲＣ層は、無線ベアラ（Radio Bearer：ＲＢ）の設定、再設定
、及び解除のためにトランスポートチャネル及び物理チャネルを担当する。無線ベアラ（
ＲＢ）は、前記端末と前記ＵＴＲＡＮ間のデータ送信のために前記第２層により提供され
るサービスである。
【００１４】
　図３において、前記ＲＬＣとＭＡＣ層（ネットワーク側のｅＮＢで終端する（terminat
e））は、スケジューリング、ＡＲＱ（Automatic Repeat Request）、及びＨＡＲＱ（Hyb
ridAutomatic Repeat Request）などの機能を行う。また、前記ＰＤＣＰ層（ネットワー
ク側のＡＧで終端する）は、ヘッダ圧縮、完全性保護、及び暗号化（ciphering）などの
ユーザプレーン機能を行う。
【００１５】
　図４において、前記ＲＬＣとＭＡＣ層（ネットワーク側のｅＮＢで終端する）は、ユー
ザプレーンと同様の機能を行う。ここで、前記ＲＲＣ（ネットワーク側のｅＮＢで終端す
る）は、ブロードキャスティング、ページング、ＲＲＣ接続管理、ＲＢ制御、移動性機能
、並びにＵＥ測定報告及び制御などの機能を行う。また、前記ＰＤＣＰ層（ネットワーク
側のａＧＷで終端する）は、完全性保護及び暗号化などの制御プレーンのための機能を行
う。ＮＡＳ（ネットワーク側のａＧＷで終端する）は、ＳＡＥベアラ管理、認証、アイド
ルモード移動性処理、ＬＴＥ＿ＩＤＬＥ状態でのページング開始、ａＧＷとＵＥ間のシグ
ナリングのためのセキュリティ制御などのユーザプレーンのための機能を行う。
【００１６】
　前記ＮＡＳは、３つの状態に区分される。第１の状態は、前記ＮＡＳにＲＲＣエンティ
ティが存在しない場合のＬＴＥ＿ＤＥＴＡＣＨＥＤ状態であり、第２の状態は、最小限の
ＵＥ情報を保存するとともにＲＲＣ接続がない場合のＬＴＥ＿ＩＤＬＥ状態であり、第３
の状態は、ＲＲＣ接続が設定された場合のＬＴＥ＿ＡＣＴＩＶＥ状態である。また、前記
ＲＲＣは、ＲＲＣ＿ＩＤＬＥ状態とＲＲＣ＿ＣＯＮＮＥＣＴＥＤ状態との２つの異なる状
態に区分される。前記ＲＲＣ＿ＩＤＬＥ状態で、前記ＵＥは、ＮＡＳにより設定されたＤ
ＲＸ（Discontinuous Reception）を指定（specify）し、システム情報とページング情報
のブロードキャストを受信できる。また、前記ＵＥには、ＴＡ（trackingarea）で前記Ｕ
Ｅを固有に識別するＩＤが割り当てられる。また、前記ＲＲＣ＿ＩＤＬＥ状態では、ＲＲ
Ｃコンテキストが前記ｅＮＢに保存されない。前記ＲＲＣ＿ＣＯＮＮＥＣＴＥＤ状態で、
前記ＵＥは、Ｅ－ＵＴＲＡＮＲＲＣ接続とＥ－ＵＴＲＡＮにおけるコンテキストを有し、
ネットワーク（ｅＮＢ）と双方向のデータ送受信が可能である。また、前記ＵＥは、前記
ｅＮＢにチャネル品質情報とフィードバック情報を報告することができる。前記ＲＲＣ＿
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ＣＯＮＮＥＣＴＥＤ状態では、前記Ｅ－ＵＴＲＡＮが前記ＵＥの属するセルが分かるので
、前記ネットワークは、前記ＵＥとデータを送受信でき、前記ＵＥの移動性（ハンドオー
バー）を制御でき、隣接セルのセル測定を実行できる。
【００１７】
　前記ＲＲＣ＿ＩＤＬＥモードで、前記ＵＥは、前記ページングＤＲＸ周期を指定する。
すなわち、前記ＵＥは、全てのＵＥ特定ページングＤＲＸ周期の特定ページングオケージ
ョンにページング信号をモニタリングする。前記ページングオケージョンは、ページング
信号が送信される時間間隔（time interval）を示し、前記ＵＥは、ＵＥ自身のページン
グオケージョンを有する。ページングメッセージは、同一のＴＡに属する全てのセルに送
信され、前記ＵＥが１つのＴＡから他のＴＡに移動した場合、前記ＵＥは、ＵＥの位置を
更新するために前記ネットワークにＴＡ更新メッセージ（trackingarea update message
）を送信する。
【００１８】
　図５は、物理チャネルの構造を示す。前記物理チャネルは、前記ＵＥの第１層と前記ｅ
ＮＢの第１層間で信号及びデータを送信する。図５に示すように、前記物理チャネルは、
周波数上の１つ以上のサブキャリアと時間上の１つ以上のシンボルとから構成された無線
リソースを介して信号及びデータを送信する（すなわち、６つ又は７つのシンボルが長さ
０．５ｍｓの１つのサブフレームを構成する）。ここで、前記サブフレームの特定シンボ
ル（例えば、サブフレームの第１シンボル）は、前記Ｌ１／Ｌ２制御チャネルのために利
用でき、前記Ｌ１／Ｌ２制御チャネルは、Ｌ１／Ｌ２制御情報（信号）を運ぶ。
【００１９】
　図６は、論理チャネルとトランスポートチャネルの間のマッピング関係を示す。一般に
、前記トランスポートチャネルは、Ｌ１とＭＡＣ層間で信号及びデータを送信し、前記物
理チャネルは、前記トランスポートチャネルにマッピングされる。以下、ダウンリンクト
ランスポートチャネルのタイプについて説明する。前記タイプは、１．システム情報の送
信に利用されるブロードキャストチャネル（ＢＣＨ）、２．ａ）ＨＡＲＱのためのサポー
ト、ｂ）変調（modulation）、符号化（coding）、及び送信電力（transmit power）の調
節による動的リンク適応のためのサポート、ｃ）全体セルへのブロードキャスト可能性、
ｄ）ビーム形成（beamforming）を利用するための可能性、ｅ）動的及び半静的無線割り
当てのためのサポート、などを特徴とするダウンリンク共有チャネル（downlinkShared C
hannel：ＤＬ－ＳＣＨ）、３．ＵＥをページングするために利用されるページングチャネ
ル（ＰＣＨ）、及び４．マルチキャスト又はブロードキャストサービス送信のために利用
されるマルチキャストチャネル（ＭＣＨ）である。以下、アップリンクトランスポートチ
ャネルのタイプについて説明する。前記タイプは、１．ａ）ビーム形成（beamformiing）
を利用するための可能性（仕様の影響なし）、ｂ）送信電力、変調、及び符号化の調節に
よる動的リンク適応のためのサポート、ｃ）ＨＡＲＱのためのサポート、などを特徴とす
るアップリンク共用チャネル（UplinkShared Channel：ＵＬ－ＳＣＨ）、及び２．セルへ
の初期アクセスのために正常に利用されるランダムアクセスチャネル（Random AccessCha
nnel：ＲＡＣＨ）である。
【００２０】
　一般に、前記ＭＡＣ層は、前記論理チャネルにデータ送信サービスを提供する。それで
、１セットの前記論理チャネルのタイプは、前記ＭＡＣ層により提供される様々な種類の
データ送信サービスのために定義できる。すなわち、各論理チャネルの種類は、送信され
る情報のタイプによって定義される。例えば、前記論理チャネルは、２つのグループに分
けられる。すなわち、制御チャネル（制御プレーン情報の送信のためのチャネル）とトラ
フィックチャネル（ユーザプレーン情報の送信のためのチャネル）に分けられる。前記制
御チャネルは、制御プレーン情報のみを送信するために利用される。ここで、前記ＭＡＣ
より提供される制御チャネルの例について説明する。１．ブロードキャストシステム制御
情報のためのダウンリンクチャネルであるブロードキャスト制御チャネル（Broadcast Co
ntrol Channel：ＢＣＣＨ）。２．ページング情報を伝達するダウンリンクチャネルであ
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るページング制御チャネル（PagingControl Channel：ＰＣＣＨ）。このチャネルは、前
記ネットワークがＵＥの位置セル（location cell）を知らない場合に利用される。３．
前記ＵＥとネットワーク間でＲＲＣ接続がない場合に前記ＵＥによって利用される共通制
御チャネル（CommonControl Channel：ＣＣＣＨ）。４．前記ネットワークから前記ＵＥ
にＭＢＭＳ制御情報送信のために利用される１対多ダウンリンクチャネルであるマルチキ
ャスト制御チャネル（MulticastControl Channel：ＭＣＣＨ）。５．前記ＵＥと前記ネッ
トワーク間で専用制御情報を送信する１対１双方向チャネルの送信に利用される専用制御
チャネル（DedicatedControl Channel：ＤＣＣＨ）。前記ＤＣＣＨは、ＲＲＣ接続を有す
るＵＥにより利用される。
【００２１】
　前記トラフィックチャネルは、ユーザプレーン情報の送信にのみ利用される。以下、前
記ＭＡＣ層により提供される前記トラフィックチャネルの例について説明する。１．ユー
ザ情報の伝達のための１つのＵＥに対して専用の１対１チャネルである専用トラフィック
チャネル（Dedicated Traffic Channel：ＤＴＣＨ）。前記ＤＴＣＨは、アップリンク及
びダウンリンクの両方に存在する。２．前記ネットワークから前記ＵＥへのトラフィック
データ送信のための１対多ダウンリンクチャネルであるマルチキャストトラフィックチャ
ネル（MulticastTraffic Channel：ＭＴＣＨ）。ここで、前記様々な論理チャネルは様々
なトランスポートチャネルにマッピングされる。例えば、アップリンクで、前記ＤＣＣＨ
はＵＬ－ＳＣＨにマッピングされ、前記ＤＴＣＨはＵＬ－ＳＣＨにマッピングされる。ま
た、ダウンリンクで、前記ＢＣＣＨはＢＣＨにマッピングされ、前記ＰＣＣＨはＰＣＨに
マッピングされ、前記ＤＣＣＨはＤＬ－ＳＣＨにマッピングされ、前記ＤＴＣＨはＤＬ－
ＳＣＨにマッピングされる。
【００２２】
　従来技術において、セル帯域幅はＵＥ帯域幅のサイズと同一であった。すなわち、前記
ＵＥは、常にセル帯域幅の全体区間を利用してデータ及び／又は信号を受信できた。しか
しながら、前記セル帯域幅が前記ＵＥ帯域幅より広い（大きい）場合、前記ＵＥは、前記
セル帯域幅の全体区間を利用してデータ及び／又は信号を受信できない。従って、従来技
術においては、全体セル帯域幅の非効率的な利用という欠点があり、前記ＵＥが前記セル
からの前記データ及び／又は信号の一部を失う可能性がある。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００２３】
　本発明は、前述したような従来技術の問題を解決するためになされた。その結果として
、本発明は、迅速かつ効果的な方式のデータ及び／又は信号の送信を可能にする、複数の
サブ帯域幅を有するセルからチャネルでデータ及び／又は信号を送受信する方法を提供す
る。
【００２４】
　従って、本発明は、従来技術の限界及び欠点による少なくとも１つの問題を実質的に回
避する、前記セルからデータ及び／又は信号を受信する方法に関する。
【課題を解決するための手段】
【００２５】
　少なくとも前述した特徴の全体又は一部を実現するために、本発明は、セルからデータ
及び／又は信号を受信する方法を提供し、前記方法において、セル帯域幅を少なくとも１
つのサブ帯域幅に分け、端末のためにサブ帯域幅の１つを選択し、前記選択されたサブ帯
域幅に前記端末のためのデータ及び／又は信号を送信する。前記方法によると、前記端末
は、前記セルから損失なしに全てのデータ及び／又は信号を受信することができる。
【００２６】
　前記方法は、セル帯域幅分割から１つを選択するための情報を送信し、前記セルから前
記選択されたセル帯域幅分割に関する決定を受信し、前記選択されたセル帯域幅分割でデ
ータ又は信号を受信する段階をさらに含む。
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【００２７】
　前記方法は、前記セル帯域幅分割から１つを選択するための情報で前記端末により行わ
れた測定の結果を送信する段階をさらに含む。
【００２８】
　前記方法は、前記セルにアクセスするために利用されるランダムアクセスチャネルで前
記セル帯域幅分割から１つを選択するための前記情報を送信する段階をさらに含む。
【００２９】
　本発明のさらなる長所は後述する発明の詳細な説明に記述されるが、一部はその記述内
容から明確になるか、又は、本発明を実施することにより理解されるであろう。本発明の
目的と長所は、特に、発明の詳細な説明及び請求の範囲並びに添付図面に開示された構成
により実現及び達成される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３０】
　本発明の一態様は、前述したような従来技術の問題及び欠点に関する本発明者らの知見
に基づくものであり、以下に詳細に説明する。このような知見に基づいて、本発明が完成
された。
【００３１】
　本発明が３ＧＰＰ仕様に準拠して開発されたＵＭＴＳのような移動通信システムにおい
て実現されると説明されているが、本発明は、多様な標準及び仕様に準拠して動作する他
の通信システムにも適用できる。
【００３２】
　ネットワーク技術が発展するにつれて、将来のネットワークではＲＮＣが必要なくなる
と予想される。これは、向上した能力を有するＮｏｄｅＢ又は他のタイプのネットワーク
エンティティ（例えば、アクセスゲートウェイ）が現存のＲＮＣにより行われる動作を処
理できるためである。このような長期的発展（long term evolution：ＬＴＥ）問題は、
新しい端末を承認（又は、新しいユーザリンクを設定）し、ネットワークにより管理され
る複数の端末のために新しく開発された向上したサービスをサポートするために利用され
る、向上した無線許可制御技術を開発する必要性をサポートする。
【００３３】
　図７は、セル帯域幅のサブ帯域幅を示す図である。前記セル帯域幅のサイズが全てのＵ
Ｅにサポートが必要な最小のＵＥ帯域幅より大きい場合、前記セルは、前記ＵＥに前記セ
ル帯域幅の一部分を割り当てる。しかし、前記ＵＥがアイドルモードである場合、前記セ
ルは、前記ＵＥが存在するか否かが認知できない。従って、図７に示すように、前記セル
帯域幅を最小のＵＥ帯域幅と同一サイズの帯域幅を有する複数のサブ帯域幅に分ける必要
がある。ここで、前記サブ帯域幅は、前記最小のＵＥ帯域幅をサポートしなければならず
、最小帯域幅を有する前記ＵＥは、前記セルにある複数のサブ帯域幅の１つのサブ帯域幅
に移動する。前記サブ帯域幅は、アップリンク及びダウンリンクに設定される。
【００３４】
　図８は、ＵＥ帯域幅のためのセル帯域幅の割り当てを示す図である。図８に示すように
、前記セル帯域幅がダウンリンク（ＤＬ）での前記ＵＥ帯域幅より大きい場合（例えば、
前記ＵＥがＤＬ／ＵＬで１０ＭＨｚをサポートし、前記セルがＵＬでは１０ＭＨｚをサポ
ートし、ＤＬでは２０ＭＨｚをサポートする場合（ここで、サブ帯域幅の長さは１０ＭＨ
ｚ））、前記セルは、初期アクセスの応答（ＲＡＣＨ）及び初期アクセス又は前記ＵＥの
ためのＳＣＨ上のＲＲＣ接続設定手順などのために利用されるＤＬでのサブ帯域幅を決定
する必要がある。
【００３５】
　図９は、本発明によるダウンリンクサブ帯域幅の割り当ての手順を示す図である。図９
に示すように、ＤＬ帯域幅の割り当てのための手順には、複数のオプションがある。第１
オプションは、前記ＵＥがサブ帯域幅に関する情報を前記ｅＮＢ（セル）に送信し（Ｓ１
）、その後、前記ＵＥが前記情報に基づいて割り当てられる（Ｓ２）ものである。場合に
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よっては、前記ＵＥが前記サブ帯域幅に関する情報を含む測定報告を、ランダムアクセス
チャネル（ＲＡＣＨ）上の限られた情報量のため、ランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ
）で送信しない可能性もある。従って、ＲＡＣＨがサブ帯域幅に関する情報を運ばない場
合、前記セルは、盲目的に（すなわち、無条件に）前記ＵＥが割り当てられる前記サブ帯
域幅を決定する（Ｓ２）。その後、前記ＵＥがＵＬＳＣＨに前記測定報告を送信すると（
Ｓ３）、前記セルは、前記ＵＥのための適切なＤＬ帯域幅の一部を再び割り当てる（Ｓ４
）。
【００３６】
　第２オプションは、初期アクセスの応答又はＲＲＣ接続手順のためにＤＬサブ帯域幅を
指定するものである。従って、前記サブ帯域幅の割り当て中に（Ｓ２，Ｓ４）、前記ダウ
ンリンクサブ帯域幅が前記初期アクセスの応答及び／又は前記ＲＲＣ接続手順のために指
定される。その後、前記ｅＮＢが他のＤＬでのサブ帯域幅に前記ＵＥを再び割り当てる。
このような場合、前記ＵＥは、前記ＲＡＣＨ手順（Ｓ１）を行う前に前記ｅＮＢからシス
テム情報を受信することができ、ここで、前記システム情報は、前記初期アクセスの応答
及び／又は前記ＲＲＣ接続手順のために指定されるダウンリンクサブ帯域幅を示す。従っ
て、前記ＵＥは、前記システム情報を受信して前記指定されたダウンリンクサブ帯域幅を
認知することができる。
【００３７】
　第３オプションは、前記ＵＥがデータ送信の最高の結果を提供する前記セル帯域幅の部
分（例えば、１０ＭＨｚ帯域幅）を決定し、その後、前記ＵＥが前記ＲＡＣＨ（Ｓ１）に
好みのダウンリンクサブ帯域幅の情報を示す（Ｓ１）ものである。その後、前記ＵＥから
の前記情報に基づいて、前記セルは、前記ＵＥが位置しているダウンリンク（ＤＬ）帯域
幅の部分を決定することができる。前記セルが決定するとき、前記セルは、前記セルのＤ
Ｌリソース割り当て状態も考慮する。従って、前記セルは、前記セルが前記ＲＡＣＨに応
答するとき、前記ＵＥが位置すべきＤＬ帯域幅の部分を前記ＵＥに示す。
【００３８】
　前記ＵＥが前記セルに接続されているとき、前記ｅＮＢは、ＲＲＣ接続モードにあるＵ
Ｅに、前記ＵＥがＤＬチャネルを受信するために位置すべきダウンリンクサブ帯域幅の部
分を決定するために、測定制御メッセージを送信して測定結果を報告するように要求する
ことができる（Ｓ５）。その後、前記ＵＥは、前記ｅＮＢに経路損失及び前記セルに対す
る受信電力レベルなどの無線チャネル状態を含む前記測定結果を報告することもできる（
Ｓ６）。前記測定結果に基づいて、前記セルは、前記ＵＥが位置するダウンリンク帯域幅
の部分（すなわち、２０ＭＨｚセル帯域幅のサブ帯域幅（上位又は下位の１０ＭＨｚ））
を決定することもできる（Ｓ７）。前記ＵＥが受信するダウンリンクＤＬ帯域幅の部分を
前記セルが示す場合、前記ＵＥは、前記セルが示す前記ダウンリンク帯域幅の部分でチャ
ネルの受信を開始する。
【００３９】
　図１０は、Ｌ１／Ｌ２制御チャネルの分割を示す図である。サブフレーム（すなわち、
０．５ｍｓ）毎に、前記セルは、Ｌ１／Ｌ２制御情報／チャネルを利用して前記リソース
の割り当てを示す。一般に、前記Ｌ１／Ｌ２制御情報は、ＵＥ専用情報ではない可能性も
ある。それで、関連した全てのＵＥは、前記同一のＬ１／Ｌ２制御情報を同時に受信する
ことができる。しかし、前記Ｌ１／Ｌ２制御情報は、最小のＵＥ帯域幅能力（capability
）を有する前記ＵＥによって解読されるべきである。従って、前記Ｌ１／Ｌ２制御情報の
帯域幅は、前記最小のＵＥ帯域幅より大きくてはいけない可能性もある。
【００４０】
　図１０に示すように、前記セル帯域幅が前記最小のＵＥ帯域幅より大きい場合、区分さ
れたＬ１／Ｌ２制御情報／チャネルがそれぞれのサブ帯域幅で送信される必要がある可能
性もある。また、様々なサブ帯域幅が様々なＬ１／Ｌ２制御情報／チャネルを送信する。
前記最小のＵＥ帯域幅能力を有するＵＥは、サブ帯域幅の１つから前記Ｌ１／Ｌ２制御情
報／チャネルを受信することができる。前記最小のＵＥ帯域幅より大きい帯域幅能力を有
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するＵＥの場合、前記ＵＥは、同一の時間に複数のサブ帯域幅から少なくとも１つのＬ１
／Ｌ２制御情報／チャネルを受信することができる。
【００４１】
　前記ＵＥが前記Ｌ１／Ｌ２制御情報を取得するために受信する前記サブ帯域幅は、前記
ＵＥが接続モードにある間、前記ｅＮＢにより専用チャネルで示される。また、前記ＵＥ
が前記Ｌ１／Ｌ２制御情報を取得するために受信する前記サブ帯域幅は、前記ＵＥがアイ
ドルモードにある間、前記ｅＮＢによりブロードキャストチャネルで示される。
【００４２】
　図１１は、制御チャネルの分割を示す図である。ページング情報及びシステム情報を受
信するために最小の帯域幅を有するＵＥの場合、ＳｙｎｃｈＣｈ（ＤＬ同期化手順のため
に利用される同期チャネル）、ＰＣＨ、ＢＣＨ、ページングメッセージ、又はシステム情
報の帯域幅が前記最小のＵＥ帯域幅より大きくてはいけない可能性がある。従って、図１
１に示すように、前記ＳｙｎｃｈＣＨ、ＰＣＨ、ＢＣＨ、及びＬ１／Ｌ２制御チャネル／
情報が１つのサブ帯域幅の長さに基づいて分けられる必要がある。
【００４３】
　アイドルモードにある前記ＵＥは、前記ＰＣＨで送信された前記サブ帯域幅を前記ＢＣ
Ｈに示す。前記アイドルモードにあるＵＥは、前記サブ帯域幅の１つをランダムに又はＰ
－ＴＭＳＩ（P-Temporary Mobile Subscriber Identity）及び／又はＩＭＳＩ（Internat
ionalMobile Subscriber Identity）などのＵＥ識別子によって選択することができる。
また、前記アイドルモードにあるＵＥは、前記ページングメッセージ又は前記選択された
サブ帯域幅でブロードキャストされるシステム情報を読み出すこともできる。また、前記
ｅＮＢは、前記選択されたサブ帯域幅で前記ＵＥのためのページングメッセージを送信す
ることができる。
【００４４】
　図１１に示すように、１つのサブ帯域幅の長さ内の前記ＳｙｎｃｈＣｈのサイズは１．
２５ＭＨｚである。２０ＭＨｚセル帯域幅の場合、前記ＳｙｎｃｈＣＨは、２つのチャネ
ルに分けることができる。１つのチャネルは、上位の１０ＭＨｚのためのチャネルであり
、他のチャネルは、下位の１０ＭＨｚのためのチャネルである。また、前記ＢＣＨも２つ
のタイプのＢＣＨに分けることができ、Ｐ－ＢＣＨ（Primary BCH）とＳ－ＢＣＨ（Secon
dary BCH）である。前記Ｐ－ＢＣＨは、前記セル帯域幅の中間に位置し、前記Ｓ－ＢＣＨ
は、それぞれのサブ帯域幅に位置する。従って、様々なＳ－ＢＣＨチャネルが前記セルの
様々なサブ帯域幅で送信される。ここで、前記セルに進入するＵＥは、まず前記Ｓｙｎｃ
ｈＣｈをスキャンし、同期化が完了すると、前記Ｐ－ＢＣＨを受信する。前記Ｐ－ＢＣＨ
を受信することにより、前記ＵＥは、前記セル帯域幅とサブ帯域幅の情報を認知できる。
【００４５】
　前記ＢＣＨ上のシステム情報が変更（すなわち、更新）された場合、前記ＵＥにはこの
ような変更が通知される。前記通知は、それぞれのサブ帯域幅の前記Ｓ－ＢＣＨ又は他の
チャネルでブロードキャストされる。また、前記通知は、１ビットインジケータ又は前記
変更された情報エレメント自体を含むことができる。前記ＵＥが位置するサブ帯域幅で前
記１ビットインジケータがブロードキャストされた場合、前記ＵＥは、変更された情報が
前記ＢＣＨで送信されたもう１つのサブ帯域幅に伝達することができる。前記変更された
情報自体がブロードキャストされた場合、前記ＵＥは、前記伝達なしに前記変更された情
報を受信することができる。
【００４６】
　図１２は、制御チャネルの分割を示す図である。
【００４７】
　図１２に示すように、前記ＢＣＨは、３つのタイプのＢＣＨに分けることができ、これ
は、Ｐ－ＢＣＨ、Ｓ－ＢＣＨ、及びＡ－ＢＣＨ（Auxiliary Broadcast channel）である
。このような場合、前記Ｐ－ＢＣＨは、前記Ｓ－ＢＣＨの位置を示すために利用される。
従って、前記Ｓ－ＢＣＨ上に割り当てられたリソース情報は、前記セル帯域幅が最小のＵ
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Ｅ帯域幅能力より大きい場合、Ｐ－ＢＣＨでブロードキャストされる。ここで、前記Ｐ－
ＢＣＨのために選択された帯域幅は、前記ＳｙｎｃｈＣｈのための帯域幅と同一であって
もよい。また、前記ＳｙｎｃｈＣｈに関する前記Ｐ－ＢＣＨのタイミングは、事前に全て
の前記ＵＥに知られている可能性もある。前記Ｓ－ＢＣＨは、システム情報をブロードキ
ャストするために利用される。前記Ｓ－ＢＣＨの帯域幅は、迅速な取得と便利なスケジュ
ーリングのために前記サブ帯域幅と同一であってもよい。
【００４８】
　前記セル帯域幅が前記最小のＵＥ帯域幅より小さいか、前記最小のＵＥ帯域幅と同一で
ある場合、全体セル帯域幅が前記Ｓ－ＢＣＨのために利用される。システム情報の変更（
又は、更新）がある場合、前記ＢＣＨは、前記変更されたシステム情報をブロードキャス
トすることもできる。ここで、前記Ａ－ＢＣＨは、前記全てのサブ帯域幅に存在してもよ
い。前記Ａ－ＢＣＨは、前記更新されたシステム情報を受信する前記サブ帯域幅間で前記
ＵＥがホッピング（hopping）することを防止するために利用することもできる。
【００４９】
　アップリンク（ＵＬ）上で前記セル帯域幅が前記ＵＥ帯域幅より大きい場合（例えば、
前記ＵＥがアップリンクで１０ＭＨｚをサポートし、前記セルがアップリンクで２０ＭＨ
ｚをサポートする場合）、前記セルは、アップリンク送信のために利用されるサブ帯域幅
を決定することもできる。アップリンク１０ＭＨｚとダウンリンク１０ＭＨｚが常にリン
クされていないと、前記セルは、１０ＭＨｚより広いＵＥ帯域幅でアップリンクパイロッ
トを受信することもできる（例えば、前記ＵＥから２０ＭＨｚ）。次に、前記セルは、前
記ＵＥから送信されたアップリンクパイロットの測定に基づいて前記ＵＥが利用するアッ
プリンク（ＵＬ）サブ帯域幅を決定することができる。このような場合、前記ＵＥに特定
アップリンクサブ帯域幅が割り当てられたとしても、前記ＵＥは、アップリンクセル帯域
幅の全体区間（span）中にある割り当てられたアップリンクサブ帯域幅以外にもアップリ
ンクパイロットを送信する必要がある可能性がある。
【００５０】
　例えば、サブフレームに前記ＵＬ ＳＣＨ上のトラフィックがない場合、前記ＵＥは、
前記ＵＥが以前にアップリンクデータを送信した前記割り当てられたＵＬサブ帯域幅以外
の非活性（in-active）サブフレームに前記アップリンク（ＵＬ）パイロットを送信する
こともできる。前記アップリンクパイロットを測定した後、前記セルは、前記測定に基づ
いて前記ＵＥに一層良好なＵＬ帯域幅を再割り当てすることもできる。この場合、前記ｅ
ＮＢは、前記ＵＥからの前記アップリンクパイロットの送信を制御する（例えば、いつ／
どこに／どのくらいの頻度で、ＵＥがアップリンクデータを送信するＵＬサブ帯域幅とは
異なる帯域幅で前記アップリンクパイロットを送信するかを制御する）。このようにする
ために、前記ｅＮＢは、前記ＵＥに前記アップリンクパイロットの送信に関する制御情報
を示すこともできる。
【００５１】
　前記Ｌ１／Ｌ２制御及びページング情報は、前記サブ帯域幅上に位置している前記ＵＥ
のためのリソース割り当てを示すために利用される。この情報は、各サブ帯域幅でブロー
ドキャストされる。前記ＵＥの能力がその読み出しを許容する場合、少なくとも１つのＬ
１／Ｌ２制御情報を読み出すことができる。さらに、前記各Ｌ１／Ｌ２制御及びページン
グ情報の帯域幅は、前記サブ帯域幅の帯域幅と同一であってもよい。さらに、前記情報は
、前記ＵＥにページングするためにも利用される。前記ＵＥは、前記情報から前記ＵＥの
アイデンティティを追跡（tracking）して前記ＵＥに新しい呼又はトラフィックがあるこ
とを認知することができる。また、前記情報は、変更されたシステム情報が前記サブ帯域
幅でブロードキャストされなければならない場合、前記Ａ－ＢＣＨのためのリソース割り
当て情報を含むことができる。前記Ａ－ＢＣＨのためのリソース割り当て情報は、前記Ａ
－ＢＣＨで送信されるリソースのタイプを示すことができる。
【００５２】
　初期段階（initialphase）では（例えば、前記ＵＥがセルにアクセスするとき又はＲＲ
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Ｃ接続を設定するとき）、前記ＵＥは、ＤＬ経路損失又はアクセスサービスクラス（ＡＳ
Ｃ）のＵＥ測定によって初期ランダムアクセスに利用されるＵＬ帯域幅を決定することが
できる。例えば、前記セルにアクセスする前に、前記ＵＥは、ダウンリンクチャネル（例
えば、パイロット、ＳｙｎｃｈＣｈ、ＢＣＨ）を測定することもでき、各サブ帯域幅のＤ
Ｌ経路損失を計算することもできる。その後、前記ＵＥは、最高の測定結果を有するＤＬ
サブ帯域幅に対応する前記ＵＬサブ帯域幅で前記ＲＡＣＨを送信することもでき、これは
、ＴＤＤ（TimeDivision Duplex）モードで有用に利用される。
【００５３】
　又は、ＵＬサブ帯域幅とＤＬサブ帯域幅がリンクされている場合（例えば、ＵＬ１０Ｍ
ＨｚとＤＬ １０ＭＨｚがリンクされている場合）、このタイプのリンキング情報は、シ
ステム情報又はページングメッセージで送信される。その後、前記ＵＥが特定ＵＬサブ帯
域幅でＲＡＣＨを送信すると、前記ＵＥは、前記ＵＬサブ帯域幅にリンクされた前記ＤＬ
サブ帯域幅で前記ＲＡＣＨ応答を受信することもできる。また、前記特定ＤＬサブ帯域幅
でページングメッセージを受信すると、前記ＵＥは、前記ＤＬサブ帯域幅にリンクされた
前記ＵＬサブ帯域幅でＲＡＣＨを送信することもできる。前記ページングメッセージが前
記ＵＥが利用すべきＵＬサブ帯域幅を示す場合、前記ＵＥは、前記ＲＡＣＨを送信するた
めに前記ＵＬサブ帯域幅を利用することもできる。また、前記ページングメッセージが前
記ＵＥが利用すべきＤＬサブ帯域幅を示す場合、前記ＵＥは、前記ＲＡＣＨ応答を受信す
るために前記ＤＬサブ帯域幅を利用することもできる。
【００５４】
　図１３は、同一のｅＮＢに属する２つのセルの帯域幅が隣接して位置することを示す図
である。この場合、ＤＬ帯域幅２で前記ＳＣＨ／ＢＣＨが送信されると、前記帯域幅１に
位置するＵＥは、前記帯域幅２で前記ＳｙｎｃｈＣｈを受信してＤＬ同期化を取得するこ
ともでき、前記帯域幅２で前記ＢＣＨを受信してシステム情報を取得することもできるた
め、前記ＤＬ帯域幅１内でのＳＣＨ／Ｐ－ＢＣＨを必要としない可能性もある。ここで、
前記ＤＬ帯域幅１と２は、同一のｅＮＢが制御する異なるセルに属することもできる。
【００５５】
　前記ＲＲＣに接続されたＵＥは、前記セルにチャネル品質（例えば、チャネル品質イン
ジケータ（Channel Quality Indicator：ＣＱＩ））を報告することもできる。前記ＵＥ
が前記チャネル品質を報告するときは、前記帯域幅２のサブ帯域幅だけでなく、前記帯域
幅１のサブ帯域幅に関するチャネル状態も報告することができる。
【００５６】
　一方、前記ｅＮｏｄｅ Ｂは、前記ＵＥに各隣接セルに関する周波数情報を提供する。
前記周波数情報に基づいて、前記ｅＮＢ及び前記ＵＥは、特定隣接セルに関して前記ＵＥ
がインター周波数測定を行うか、イントラ周波数測定を行うかを決定することができる。
通常は、前記隣接セルが前記ＵＥの位置する現在のセルと異なる周波数帯域幅にある場合
、現在のセルでダウンリンクチャネルを受信しているＵＥが時間間隔のギャップなしに前
記隣接セルを測定することはできない。従って、現在のセルでダウンリンクチャネルを受
信しているＵＥは、前記隣接セルを測定するための時間間隔のギャップを必要とする。こ
の場合、前記ＵＥが現在のセルから前記隣接セルに移動するためにＵＥの受信機を再調整
（re-tune）しなければならないので、このような測定をインター周波数測定という。そ
れに対して、前記隣接セルが前記ＵＥの位置する現在のセルと同一の周波数帯域幅にある
場合、現在のセルでダウンリンクチャネルを受信する特定のＵＥは時間間隔のギャップな
しに前記隣接セルを測定することができる。この場合、前記ＵＥは、現在のセルを受信す
るとともに前記隣接セルを受信することができるため、このような測定をイントラ周波数
測定という。
【００５７】
　前記ｅＮＢが前記ＵＥに前記インター周波数測定を行うことを指示すると、前記ｅＮＢ
スケジューラは、前記ＵＥに時間間隔のギャップを発生させ、前記ＵＥは、前記ギャップ
中に前記隣接セルの前記インター周波数測定を行う。前記隣接セルを測定するために前記
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ＵＥがイントラ周波数測定を行う必要があるか否かを前記ｅＮＢが分からない場合、前記
ＵＥは、前記隣接セルに対して前記ＵＥがイントラ周波数を行うことができるか否かを前
記ｅＮＢに表示することもできる。前記表示は、パイロット再調整の前記ＵＥ能力（UE c
apability）及び／又は基本帯域幅デジタルプロセシングによるチャネルなどを含む。
【００５８】
　前記ｅＮＢは、前記ＵＥから送信された前記表示に基づいて前記隣接セルに対して前記
ＵＥが前記イントラ周波数測定を行うか、前記インター周波数測定を行うかを決定するこ
ともできる。前記ＵＥが前記隣接セルに対してイントラ周波数測定を行うことができる場
合、前記ｅＮＢは、前記ＵＥが前記隣接セルに対してイントラ周波数測定を行うことを指
示することができる。前記ＵＥが前記隣接セルに対してイントラ周波数測定を行うことが
できない場合、前記ｅＮＢは、前記ＵＥが前記隣接セルに対してインター周波数測定を行
うことを指示することができる。
【００５９】
　ここで、いずれの測定（イントラ周波数測定又はインター周波数測定）が行われる必要
があるかを判断するためには、前記ＵＥの帯域幅及び現在のセル又は隣接セルのサブ帯域
幅の位置が決定要因になる。例えば、現在のセル（Ｃ１）と隣接セル（Ｃ２）が正確に同
一の帯域幅に重なり、前記２つのセルの帯域幅が前記ＵＥの帯域幅より大きい場合、前記
ＵＥは、前記ＵＥの受信機を再調整する必要性がないため、現在のセルと同一の帯域幅の
隣接セルに対して常にイントラ周波数測定を行う。しかし、前記２つのセルＣ１及びＣ２
が異なる帯域幅に隣接している場合（すなわち、２０ＭＨｚのＣ１、１０ＭＨｚのＣ２）
、前記ＵＥ帯域幅の位置に基づいて測定のタイプが決定される。前記ＵＥの帯域幅が再調
整なしに隣接セルＣ２の全帯域幅を受信する現在のセル（Ｃ１）に位置（camp on）して
いる場合、前記ＵＥは、前記隣接セル（Ｃ２）に対してイントラ周波数測定を行うことが
できる。前記ＵＥの帯域幅が隣接セル（Ｃ２）の帯域幅と重ならない現在のセル（Ｃ１）
に位置（campon）している場合、前記ＵＥは、隣接セル（Ｃ２）に対してインター周波数
測定を行うことができる。前記隣接セル（Ｃ２）の帯域幅と一部が重なる現在のセル（Ｃ
１）に前記ＵＥ帯域幅が位置（campon）している場合、前記ＵＥは、状況（例えば、ＳＣ
Ｈデザイン、ＵＥ実現）によって前記イントラ周波数測定又は前記インター周波数測定を
行うことができる。
【００６０】
　本発明は、移動通信処理方法を提供し、前記方法は、アップリンク又はダウンリンク通
信をサポートするために１つのセル帯域幅に１つ以上のサブ帯域幅を割り当てる段階と、
前記１つ以上の割り当てられたサブ帯域幅によってアップリンク又はダウンリンク通信を
行う段階と、前記セル帯域幅を複数のサブ帯域幅に分ける段階と、前記割り当てる段階を
行う方法を判断するために移動端末機から信号を受信する段階と、前記１つ以上のサブ帯
域幅は前記移動端末機からの前記受信された信号に基づき、前記セル帯域幅の前記１つ以
上のサブ帯域幅の割り当てに関する情報を前記移動端末機に送信する段階と、少なくとも
１つの初期アクセス応答及びＲＲＣ接続設定のために前記セル帯域幅の１つ以上の指定さ
れたサブ帯域幅を含むシステム情報を受信する段階と、移動端末機に測定結果の報告を要
求するための測定制御メッセージを送信する段階と、移動端末機から情報を受信する段階
と、前記受信された情報に基づいて隣接セル測定のためにイントラ周波数測定を行うか、
インター周波数測定を行うかを判断する段階とを含み、前記１つ以上の割り当てられたサ
ブ帯域幅は、初期アクセス、前記初期アクセスの応答、及び接続設定の少なくとも１つの
ために利用され、前記初期アクセスは、ランダムアクセス手順に関連し、前記接続設定は
、無線リソース制御に関連し、各サブ帯域幅の帯域幅サイズは、前記端末機の最小帯域幅
サイズと同一であり、制御チャネル情報は、前記少なくとも１つ以上のサブ帯域幅によっ
て送信され、制御チャネル情報は、同期チャネル、ページングチャネル（ＰＣＨ）、ブロ
ードキャストチャネル（ＢＣＨ）、ページングメッセージ、及びシステム情報の少なくと
も１つに関連し、前記情報は、前記隣接セル測定を行うための移動端末機性能情報（capa
bility information）を含み、前記セル帯域幅は、１つ以上の他のセル帯域幅が同一のネ
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ットワークにより制御される場合、前記１つ以上の他のセル帯域幅に隣接して（contiguo
usly）接続される。
【００６１】
　また、本発明は、移動通信処理方法を提供し、前記方法は、アップリンク又はダウンリ
ンク通信をサポートするために１つのセル帯域幅の１つ以上のサブ帯域幅の割り当てを受
信する段階と、前記１つ以上の割り当てられたサブ帯域幅によってアップリンク又はダウ
ンリンク通信を行う段階と、前記割り当てを受信する段階を行う方法を判断するためにネ
ットワークに信号を送信する段階と、測定を行うための測定制御メッセージを受信する段
階と、前記測定制御メッセージを受信した後、セルのチャネル品質を測定する段階と、ネ
ットワークに前記セルのチャネル品質を報告する段階と、前記ネットワークに報告された
前記セルのチャネル品質に基づいて前記セル帯域幅の１つ以上のサブ帯域幅の割り当てを
受信する段階と、基地局から隣接セルに関する周波数情報を取得して前記隣接セルを測定
する段階と、前記隣接セルに関して前記取得された周波数情報に基づいてインター周波数
測定を行うか、イントラ周波数測定を行うかを判断する段階と、前記隣接セルが移動端末
機の現在のセルとは異なる周波数帯域幅に位置する場合、前記インター周波数測定を行う
段階と、前記隣接セルが移動端末機の現在のセルと同一の周波数帯域幅に位置する場合、
前記イントラ周波数測定を行う段階とを含み、前記セル帯域幅は、ネットワークにより複
数のサブ帯域幅に分割され、前記信号は、ランダムアクセス情報、測定結果、及びシステ
ム情報の少なくとも１つに関連し、前記ランダムアクセス情報は、前記端末機によりラン
ダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）に特定の１つ以上のサブ帯域幅を含み、前記ランダム
アクセス情報は、測定結果を含み、前記測定結果は、経路損失及び前記セルの電力レベル
の少なくとも１つを含み、前記信号が情報を含んでいない場合、前記１つ以上のサブ帯域
幅の割り当てがランダムに決定され、前記信号が、１つ以上の指定されたサブ帯域幅を示
すための情報を含み、前記１つ以上の指定されたサブ帯域幅は、初期アクセス応答及び無
線リソース制御（Radio Resource Control（ＲＲＣ））接続設定の少なくとも１つのため
に利用され、前記インター周波数測定は、現在のセルを前記隣接セルに移動するための前
記移動端末機内の受信機の再調整（re-tuning）とともに行われ、前記イントラ周波数測
定は、時間間隔のギャップなしに行われ、前記イントラ周波数測定は、前記現在のセルを
前記隣接セルに移動するための前記移動端末機内の受信機の再調整（re-tuning）を行わ
ずに行われる。
【００６２】
　本発明は、移動通信に関連して説明されたが、無線通信特性（すなわち、インタフェー
ス）を備えたＰＤＡ及びラップトップコンピュータのような移動装置を使用する他の無線
通信システムにも適用できる。また、本発明を説明するために使用された特定用語は本発
明の権利範囲を特定無線通信システムに限定するものではない。本発明は、さらに、ＴＤ
ＭＡ、ＣＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＷＣＤＭＡ、ＯＦＤＭ、ＥＶ－ＤＯ、Ｗｉ－Ｍａｘ、Ｗｉ－
Ｂｒｏなどの他の無線インターフェース及び／又は他の物理層を使用する他の無線通信シ
ステムにも適用できる。
【００６３】
　本実施形態は、ソフトウェア、ファームウェア、ハードウェア、又はこれらの組み合わ
せを生産するための標準プログラミング及び／又はエンジニアリング技術を利用して製造
方法、装置、又は製造物として実行できる。ここで、「製造物」という用語は、ハードウ
ェアロジック(例えば、集積回路チップ、ＦＰＧＡ(Field Programmable Gate Array)、Ａ
ＳＩＣ(ApplicationSpecific Integrated Circuit)など)、コンピュータ可読媒体(例えば
、ハードディスクドライブ、フロッピー（登録商標）ディスク、テープなどの磁気記録媒
体)、光記録装置(ＣＤ－ＲＯＭ、光ディスクなど)、又は揮発性／不揮発性メモリ装置(例
えば、ＥＥＰＲＯＭ、ＲＯＭ、ＰＲＯＭ、ＲＡＭ、ＤＲＡＭ、ＳＲＡＭ、ファームウェア
、プログラムロジックなど)において実行されるコードやロジックを示す。
【００６４】
　コンピュータ可読媒体内のコードはプロセッサにより接続及び実行される。本実施形態
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を実行するコードは伝送媒体を通じて、又はネットワーク上のファイルサーバから接続す
ることもできる。その場合、前記コードが実行される製造物は、ネットワーク伝送ライン
、無線伝送媒体、空中を伝播する信号、無線波、赤外線信号などの伝送媒体を含む。もち
ろん、当該技術分野における通常の知識を有する者であれば、本発明の要旨を逸脱しない
範囲においてこのような形態の多様な変形が可能であり、前記製造物が公知の情報伝達媒
体（information bearing medium）も含むことができるという点を理解すると思われる。
【００６５】
　本明細書での「一実施形態（one embodiment）、」「１つの実施形態（an embodiment
）、」又は「実施形態（example embodiment）」などに関する言及は、前記実施形態に関
連して説明された構造又は特徴が本発明の少なくとも一実施形態に含まれることを意味す
る。本明細書の様々な部分におけるその語句が必ずしも同一の実施形態を言及するわけで
はない。また、構造又は特徴がいずれかの実施形態に関連して説明された場合、当業者で
あれば本実施形態の他の実施形態に関連してそのような構造又は特徴が達成できることは
理解できるであろう。
【００６６】
　本発明は複数の例示的な実施形態に基づいて説明されたが、様々な他の変形及び実施形
態が本発明の精神及び範囲内で当業者により案出できることは理解できるであろう。特に
、発明の詳細な説明、図面、及び添付された請求の範囲において、多様な変形及び変更が
可能である。構成要素及び／又は課題の構成に対する変形及び変更以外に、代案的利用も
当業者に明らかなことである。
本発明の思想や重要な特性から外れない限り、本発明は多様な形態で実現することができ
、前述した実施形態は前述した詳細な記載内容によって限定されるのではなく、添付され
た請求の範囲に定義された本発明の精神や範囲内で広く解釈されるべきであり、本発明の
請求の範囲内で行われるあらゆる変更及び変形、並びに請求の範囲の均等物は本発明の請
求の範囲に含まれる。
【図面の簡単な説明】
【００６７】
【図１】Ｅ－ＵＭＴＳのネットワーク構造の例を示す図である。
【図２】Ｅ－ＵＴＲＡＮの構造（アーキテクチャ）を示す図である。
【図３】移動端末、ｅＮｏｄｅＢ、及びＡＧ間のユーザプレーンプロトコルスタックの構
造（アーキテクチャ）を示す図である。
【図４】移動端末、ｅＮｏｄｅＢ、及びＡＧ間の制御プレーンプロトコルスタックの構造
（アーキテクチャ）を示す図である。
【図５】物理チャネルの構造を示す図である。
【図６】従来技術及び本発明に適用される論理チャネルとトランスポートチャネルとのマ
ッピング関係を示す図である。
【図７】セル帯域幅のサブ帯域幅を示す図である。
【図８】ＵＥ帯域幅に対するセル帯域幅の割り当てを示す図である。
【図９】本発明によるダウンリンクサブ帯域幅の割り当ての手順を示す図である。
【図１０】Ｌ１／Ｌ２制御チャネルの分割を示す図である。
【図１１】制御チャネルの分割を示す図である。
【図１２】制御チャネルの分割を示す図である。
【図１３】隣接する帯域幅の２つのセルを示す図である。



(16) JP 4903227 B2 2012.3.28

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】

【図５】



(17) JP 4903227 B2 2012.3.28

【図６】 【図７】

【図８】 【図９】



(18) JP 4903227 B2 2012.3.28

【図１０】 【図１１】

【図１２】 【図１３】



(19) JP 4903227 B2 2012.3.28

10

20

30

フロントページの続き

(31)優先権主張番号  10-2006-0137123
(32)優先日　　　　  平成18年12月28日(2006.12.28)
(33)優先権主張国　  韓国(KR)

前置審査

(72)発明者  チョン，　スン－ダク
            大韓民国　４３１－７７３，　キョンギ－ド，　アニャン，　ドンガン－ク，　ダラン－ドン，　
            セトビョル　ハンヤン　アパートメント　６０１－１００４
(72)発明者  ユン，　ミュン－チュル
            大韓民国　１５６－８３２，　ソウル，　ドンジャク－ク，　サンド　２－ドン，　３５８－３６
            ，　２／２
(72)発明者  パク，　スン－チュン
            大韓民国　４２５－０２１，　キョンギ－ド，　アンサン，　ダンウォン－ク，　コチャン－ドン
            ，　７２４，　ゴールデンビル　オフィステル　９２１

    審査官  中村　信也

(56)参考文献  国際公開第２００５／１０９８３７（ＷＯ，Ａ１）
              特開２００６－０１４３７２（ＪＰ，Ａ）
              特開平０９－３２７０７２（ＪＰ，Ａ）
              特開２００１－０９５０３１（ＪＰ，Ａ）
              特開平１１－３０８６７１（ＪＰ，Ａ）
              特開平０６－０１３９５９（ＪＰ，Ａ）
              特開２０００－１８４４２８（ＪＰ，Ａ）
              特表２００５－５１７３６９（ＪＰ，Ａ）
              特開２００５－２４４９５８（ＪＰ，Ａ）
              国際公開第２００６／０１１９５３（ＷＯ，Ａ１）
              米国特許出願公開第２００４／０１１４６０６（ＵＳ，Ａ１）
              米国特許第０６７２８２２５（ＵＳ，Ｂ１）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              H04B   7/24 - 7/26
              H04W   4/00 -99/00


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

